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10月178のr八置""長Jを皮切
りに、今年も「奈良市文化祭"11 
開催されます。市民のみなさん巳

市芸術の秩M を獲しんでもらおう

と始まったとの文化祭、今回はイ

シドネシフコの伝統芸能を隊じめ、

コニサ トや君"怠どパラエティ
ーにとんだ内容と怠っていき食写。

家族で、友だち司主で楽しんで

くださし、

くわしくは2函で紹介していま
写。

みんなそろって投棄しましよう
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金構(美摘霊展障く)
E蹄文化センヲ-，当スト7困〉

Mu雪民ート
森田公一&トップギャランII
11/51本〕・
午後6時~

料金
2.000円

八重桜祭
岡畑帽 2ーラ叫t'iliR!O'lW1< "'~， 山
川習された輔の成"，!oQ;W:します.

10/17C土)
1SC日)
午前9時半~
入揖自由 ならチ工ンパーオーケストラ

11/8 I日)
午後6時~
普通冒 ハイドン
変.aM10阿.
ニ侵間「崎酎」

入場整理券

NHK 
コーラス・フェスティ!¥)[，

イン 奈良
アマチA アコーラス
グループの受d担金

入場自由

IA哩 術展舞台
パリ島ス7ララティ歌舞団
~大，..わすqム，ン "̂' 神々の警がいま組.る~

1111 I日)
午後2時~

演目 11')ス〈観主の舞〉
他7演目

制童 1.5∞円

品 l
11/151日午後T時~
16個目午酎竹跨~

鳴
り
蜘
初
勝
家
市
捻
在
中

‘，
佳
花
綬

4
司
民

怯

交

信
似

格.家佳小.依4〆上111講話の*名勝「文敏，， 
.名し重し r~ . その襲名配念公械で す .

司F

-4|竹刷童)午後日時~漬目可♂
料金1.50C円

2 

申 (チケット) 8聞蹴醐叉即日開月間制べて醐 醍 A師 1問い合わせ
Ib 耐 、n聞か日時 閉}で.Ol<酔 ..帽 のとき帽自開 .，I市役所文化復興鶴

喜(1Lt似て)諸民話器文語43?思tifffEL--誌でl二条12311fI1

入場自由

奈良市美術家展
日本画・，.など市奨術家

..酬の作制点を展示

11/4-13午前10跨~
98<咽午後4跨
会場中明公民館
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奈良市職員募集
受験の申し込みは28日までに

月

し

奮

.

.

 

，
R

L

費

剛

障

問

旬

。

盟

会

学

・

臥

e

s

恵

医

以

8

K

M

H

ι

修

-

z

e

合

悶

白

ロ

ヨ

鹿

陪

個

a

a

R

2

t

官
学

aa

・2

別
内

M
R
削

除

見

臥

暖

ー

の

の

6

M

U

η
J
i
-
-

4

月

留

守

か

っ

‘

み

a

e

a
匂

た

山

川

町

一

一

叫

…

…

…

:

…

…

ぃ

潤

o

a
守

，

イ

ベ

聞

い

史

も

鱒

月

の

河

市

J
y

q
7

限

会

人

限

@

血

管

て

仕

の

0

3

a

b

m

a

偏

V

U

4

a

は

働

-S

3

L

文

み

月

阜

の

の

縄

問

判

ト

齢

出

ふ

醐

岬

叫

問

問

叫

叫

山

川

町

中

日

川

1

!

J

l

H

旭

化

化

史

卒

u
a
g

得

a
Z
1
の

〈

そ

引

酒

圃
干
名

u-m
倫
明

ez

耐

"

だ

宿

献

金

V
も

ロ

;
e
'

U
斡

…

一

一

山

明

叩

向

山

抑

制

…

立

佐

応

、

〉

@

ゆ

衆

-
m
L

史

佐

野

土

M
M
Z

岨

m

a

w

-
の

蜘
刷
協
同
昨
日
開
明
一
肌
附
知
山
川
恥
白
山
山

J
出

脚

晴

晴

附

の

肌

牌

ロ

H

1

.

醐

刷

山

師

町

町

噛

ト

ι

刊

す

.

‘

院

)

伐

も

広

‘

学

し

し

L

格

聞

が

ほ

隠

そ

す

"

U
榊

恥

町

胤

叩

四

U

恥

戸

沼

市

叫

帥

叩

伽

H

・M
山

叫

間

同
町
川
一
一
ゴ
コ
間
一
一
一
一
品
叩
…
紘
一
…
…

問

齢

制

い

川

崎

山

一

一

山

山

間

一

一

噌

即

日

開

閉

山

h
u

尚一骨
U
一

一

切

肌

刊

哨

臥

肝

唱

棚

、

'
H
醐

H
h
F

府

川

一

口

咽

同

削

酔

副

e

H
岬

制

醐

刊

一

則

闘

明
間
協
鰐

z
r
r山
m
m
…
…
山
町
一
昨
日
山
皿

聞

は

臥

帥

刊

食

費

M
m
印
刷
)
k
J

恥

口

刊

航

船

肺

岨

同
軸
叫
凶
剛
一
司
同
州

・

く

符

で

気

"

"

の

月

来

賓

以

の

以

攻

毎

以

円

相

後

帰

路

雀

れ

町

ぴ

副

m
-
z
a岳

部
官
広
一
問
問

mmM叩
…
…
…
ア
山
山
山
町
山
…
叩
出
窓

崎
山
酔
開
山
剛
山
岡
ぷ
村
山
町
山
阪
府
一
w
m
剛
一
僻
輔
開
山
剛
山
山
札
山
川
げ
品
開

略

目

ぽ

醐

輔

鍾

予

要

緋

開

制

4
F

し
担

。

酬

。

醐

舗

で

。

。

加叫i 上醐問団たす間同目立の問先叫闘で酎3ヶ聞に蝉したもの〉牽制する
こと.

住居 l長期."刺刷伝町四倉るも《入量た I:"";fi.i!i型車亀.に園陸でSるものでd凪要員会が適当と.めたもの

。欄刷。..次民・a
川町捕から午後O附 ili.lt--l5:間同回目叩畑山岬即日示するとともに
本人叫蜘はす.
。院，.闘
'"月四醐はるロ叫と抑制U 目盛附(.1;11"'''ト喝を叩同副嗣開閉
割問Hi"f-t.sJlUI制下飢。.・3夢・
刊"日刈かり刊.叩で開山酎醐2聞で*'}H'H-t.f':t.'l..， 9月四 9同日@河川酎
fNt.1tん岡国同省《醐耐柑随一時輔の胴船開事醐四割IU1)1611かり柑所入時V句集良
叫岡町関前山<.加l，，~の山肌附岨叩柑醐町および柑 (.7) Il 
m 何日刊〈・n 叫四・"学問、四緑叫組土保健軒"す~M>li 受酬を閉する酬の
醐 医瞬間山叫質問印刷〉各t込
聞による山町山輔の岡山川同日駒山叩 11，~'C"先端.'l ic l!l!li! l明周封筒
叩山郎、.'. tJ 申込用問壊にいほ闘で1週明肌即日みにいま酌問
の切手叫'"て〈町凡
【あて先】
柏市二条岬ーγ(j1 .. 1号〈問問融市岡山山"'制帽臨時開会

A 



百宮司也 市世相冊子四三割脚百H

写
曹
骨
盤
R

街
"
が
障
時
休
館

s
n
n
u胸
骨

官

製

五
量
語
主
主
臨

時
休
館
し

3
・

を
人
の
パ
ス
優
槽
錘
車
置
が

叩
月
1
固
か
ら
変
わ
り
穫
す

老
春
子
細
曹
4

ス
優
待
兼
車
産

が

mH12切
断
し
い
'

Z
K切
り
幽
m
わ
り
ま
す
・

万一に備えて

火災共演・3'e適災書共済に加入を
いず叫組rli l~tt^'でいて、 蹴阻また"咽人闘をしている人むら

だれでも加入できます.

帆込み"前向山たは制師連胴 ~

f
i
r
-

-

ー

あ

て

に

i

返
し
ま
す
の
で
凶
月
か
一
九

2
2
2品
に

は

必

;
T
i
t
 

i
-〈
E
U

a
i
i
u
Z置

は

mA
E
E
z
-

-z
ぜ
ん
の
で
、

市自慢
所
高
嗣
省

!
i
遺

書

へ

遜

L
I
r
--

火災其済 付目担割引ロ)

主
と
し
た
管
瑚
〔
塊
舞
の
・
・
認

災
直
膏
そ
の
他
づ
必
要
事
項
の
巡
視

号

、
品

に

わ
た
る

z

i
i
?状

況
を

z
i
F
S

に
つ
き
?
?

vE
自
i
t
L

i
i
f年間

1
M
〕
予
門
と
協
力
曽
《
5
M

i
v
t
i
 

i
i
i
 

-m縁
綜
組
合
が
山
林
の

値
冨
現
作

-at官
引
き
E
E
M

ま
す

i
i
i
 

保
提
a
円
成
の
f
め
日
小
&
山
体

高

g
f
E
t脅
♂

に
代

t
E
2
2作
業

会
行
う
で
い

5

2喜

手
S
入

品

組
合

ハ
肉
体
原

町

包
@
2
1
3
V
ヘ・

-

MZ 

主通災容共済 (1人4ロ〉

パ

l
ν
ン
ト
リ
ッ
プ
銅
釜

に
ご
協
カ
を

9
4
f品
目

か

げ

て
令
闘
の

E
E需で

一
斉
に
人
宍

l
J
ン
)
の
動

怠
〈
ト
リ
ヲ
プ
V

に
聞
す
S
A
X

-
実

Z
E
Z
Z語

L
1・
易
型
U

人
の

?

に

詳

し、

吉

正

:

曙

臼

の

い

iと

目

(

日

目

E
t品

:
T
i
i
 

翌

日

吉

富

市

制

に

と

t
E
2
3〈
り
に

生
か
す
も
の
で
す
・

富

市

も
調
書

官

盟

宮跡庭園茶会

「キ品の都Jでお茶を 服

也元醐かりを1醐断".叫がり叫叫わい
やす句ぎのひとときをすごしませんか切

2
E
R
E主
主

か
一
ヲ
醐
悦
得
。
官
無
作
ゐ
に
仙
畑
山

し
実
‘
し
aze'・
調
金
対
象
と

匂

Z
E
5
5
a以上
の

E
Mに
つ
い

3日
品

目
の
ゐ
る

l
uに
つ
い
て
、

「
い
っ
、
左
こ
て
ど
の
よ
う

u
Hて
ど

の

よ

う

匂

高

島
を
ど
の
よ
う
に
判
別
し
た

:

品

脅

し

ま

す

・

個

自

の

2
i
H
Tで

に

鏑

自

が

目

し

て

調

書

へ
の
配
入
方
虐
岳
製
閉
し
後

E
Eう
か
が
い

3
2

L

協
力

E
R
L
--

調
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

j
ヘ・

.. 月"日は) . 18日(日)

午前哨~午後4崎

宮跡鹿凶 〈三4最大路ー丁目〕

符日，~人

間 la'$に間 氏名〈返酬に"

電~.匂各省いて、 .. 月5(1'でぶ甫役所

文化聞れ多い場合"閥

き〉

〉

〉

〉

ろ

-m
ゆ

ニ

-4

と

定

配

く

く

く

くと

5 



市間~・111111柑珊瑚酔酌伺τ可盟.
身
体
障
事
者
精
油
何
湾
弱
者

に
タ
ク
シ

運
賃
割
引1;!!!;;!;:!!i;; 

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト

シ
ド
セ
ン
タ

.
本
町

三

l
一

z
e

e
-
s
 

I
2
3
3
 

パ
ソ
コ
ン

-a齢
忠
実
隙
・
習

会

と

871品川

品
川
日
制
慣
の

3H喝
コ
ー

ス
h
A
P引
》

園
年
前

ω崎
L

2
4
7品〈
p
g

-
午
後

2
切
}
ゐ
時
マ
，
軍
;;

?

罪

の

で

き

る

人

百

人

E
E
1
R
マ

官

切
り
:;
;
同
月
3
u

パ
ソ
ヨ
ン
温
情
寓
膏
会

-e
m
M
9目
時

T
A

-
-
2
1
t
i
 

時
出
予
ヲ

1
ス
馳
〔

PMMV
H

午
後
S
崎
噂
1
8時
雄

平

円

V
定

員

話

人

マ

E
キ

内

VE
T
S月
初
日

ワ
ー
プ
ロ

a--m筒
舎

と

さ

叩
丹
却
図
ω
w
n
uロ
側

m
H
H
笥
ヨ
l
ス
恥
寄
り

目

血
T
銅
山
崎

5
午
後
1
時、

2
1

叉

陶

《

W
U
)
国
午
後
2
時

i

5
時

マ

定

員

ー各
山
人

v

a
文鶴
料

3
千

円

マ

喧
閉
め
切

り

叩
月
刊
日

由

し

込

み

V
E
E耳

氏
貨
建
司
、
電
訴
玄
関
P
4
2
1

ス

縁

聖

を

奮

い

烹

品

め
切
り

M
ま
で
に
闘
セ
ン
タ
ー

へ
・

7
，
タ
ス
し
る
〈
ん
本
ヲ

ト

3
9ー
あ
て
メ

l
t司

多
い
制
。
は
袖
聞
週
・

旧
因
。
家
住
宅
を
公
開

市
指
定
文
化
財
旧
制

E

E
-
-首し

eae--
と
8

9
月
鎚
日

ωsm月

4
臼
凶
午
前
9
時
t
午
後
‘
時

干
ハ
泊
日
付
ゆ
休
み
》
マ
と
こ

ろ

長

町

三

O
困
《
鶴
崎
公

民

館

盟

主

マ

入

場

傾

斜
マ
問
い
合
わ
曾
爾
極
所

変
化
財
篠
へ
・

と

県
立
商
科
大
賞
品
開

m座

限
立
両
例
大
学
が
寸
知
と
実

肢
の
畑
害

E
Lに
公
開

盟

品

t
t

内

-ZEM-

-

M
附

SH凡
HH仰に
U
M

・

2
1草
i
草
と
こ

i
g
j
z
 

刑

人

マ

内
事
;
;
験
後
歓

az

反
省
、
こ
と
ば
の
仕
組

2れ

こ
れ
は
ど
マ
宮
切
り

9

凡
純
白i
E
8
1
 

日
嶋
初
日
仰
の
午
前
四
時
L

午
後
4
崎
一
千

Z
-
z
u

i
i
i
 

M

タ
ハ
大
和
高
幽
市
三
泊

i
i
v皇

制
語
的
問
・
制
決
河
舗
と
榔

?

マ

置

加

入

量

め
切
り

i
官

【
側
桝
-m竃
】
e
s

uMnMm

g
側
午
後
1
時
学
1
4時
半

マ
と
こ
ろ

厳
立
商
科
大

?

z
g
2
f
i
E
 

裕
也
広
場
の
経
済
同
慨
肪

マ
定
員

削

人

マ
"
め
柄
引

同
月
初
日

申

し

込

み

V
2
5
E

Z
賃
住
械
、
雪
量

E、
E君
主

い

て

各
締
め
切
り

H
ま
で
に

i

u
特
大
筆
一

(平
明
鉛
舗
町

一
0

8
4
9
;
=・
多

量

吉
描
司

;; 

6 

統計調査にご協力在
"月!日現在でつぎの飽計甥盆が

幾‘きれます.

知事かり任.された..闘が9月

市旬から働問し.-t.~・幽された慣
査事は総計法により.穫が守られ、

統計作成の目的以外に" 切使悶し
まぜゐので、ご極極力をお舗いし怠可，.

<bし，，;市町闘~く..・E・a‘.鋼牽〉
…同如、臨哨

本闘の柑を闘い畑および

旭域別の鉱業楊過に闘する..貨斜

，し掌す.

〈盲 震後針'竃〉

すべてのー酬帥岬パ一、

ナ4酔タ号プa・.除く)が対象で、
衡広敏従業脅数向品取売網等を

.纏別 地域別記.擁L 衡実施貨

の.礎'審判とし奮す.〈耐..・a・4跡調査〉
跡発寸嶋叢に属する事擦を鰻.

ずる..の中か句通向111_);目。Z僧
定ずる食禽が対a院で、 肉強各省む金
賓の純需の災・4を明ゆかにL 中小
副司E‘績の緩慢際関と"す.

症
し
て
い

i
-

革

主

宇

る

障

害

と

の

銀
問
曜
会
で
す
・;il 

民
草
か
り
マ
と
こ

ろ

総

合

E
1
1
在

EIH

三
t

二
マ

i
i

z
E
E
L
t

・

2
E
!
21
 

6
0
1

F
A
X
@
1
6
0
8v
 

ヘ

マ
問
い
合
わ
せ

ー岡
安
定

T
i
E・

市
民
法
律
鴎
座

宮

弁

聖

書

つ

ぎ

の

と

t聞
き
ま
す
・

と
-
E

内
事
7
;①
凶
月
2
8

?
?
i
 

H
n
9日
幽
'
M
納
慢
と
遺
言
⑧

ωni--
i
 

博

問

掴

⑥

m刀
幻
自

ω・
金

餓
a
R
併
の
訟
棚

⑤
凶
月
却
目

ω
E
H
弁
慶
十
の
顧
み
方
h

弁
援

1
1
n午前
m

F
E午

Z
こ
ろ

E

E
m〔畿
大
崎

町

館

書

北
倒
》
マ
定
員

金

M
受
講

で

E
人

加

入

;

同
ゆ
が
き
か
ヲ
V
ク
ス
で
、
住
斎
、

2
S
3
A
 

T
'い
て

g
品

目

ま

で

に
・
・
堤
弁
鶴
士
会

ハ
字
削
笠
大

路
E

B
?
0
3
5

A
X
@
8
3
3
9
)
へ
・

興
関
停
協
会
ガ
"
停
相
級

鳳
周
停
胸
刷
会
会
良
女
郎
が
つ

E
Sり
開

t
t

と

-
e
m
A
2日
ω
q綱同即

時

S
23時

E一』
?

求
柑
獅
山
市

一の
句
訓
話
帳

I
P

ル
ハ
大
相
楊
山
市
剛
鶴
山
町
}

i
調
停
手

i普

段

修

家

a
・
調
停
毒
闘
が
応
じ

ま
す
マ
院
い
合
わ
昌
吉

偶
支

笥

〔
包

?

2

7
L
)
へ
・

刑
務
作
難
製
箇
の

慶
一
示
即
売
会

F 

と

871
%日
凶

官

凶
午
前
川
川
崎

t午
後

5
働
時
《
mu

H
A
E
-き

奈
良
ゆ
ゑ

um碍
溺

a事
れ
守
町
V

V
肉
容
;
;ム
金
欄
行
刑
務
所
の
作

業
創
刊
幽
層

Z
Eム
売
少
年
険
歓

!
?
i
 

姻
入
金
の
パ
ザ
ー
は
ど

マ
問

い
合
わ
ぜ

周

刑
務
所

S

4
9
6
1

】、
.

積
良
ラ
イ
オ
ネ
ス

2
Zノガ

チャ

νテイ
パ
ザ
l

?
"
i午前
日

時

か

切

マ
と
こ
ろ
7
;
;
市
不
可
央

公
民
館
F0
・
晴
《
上
一一
条
町
》

V
同
い

tぜ
ア
問

Zプ
事

事
局
《
冒
ω
7
7
1
l
v
へ
・



問e取市役所ffi(1it:llD叫 干田市醐了目11 圃
組
倉
緬
祉
セ
ン
タ
f

i
z
e
-

i
h
i
 

laj 

i
s
-

-
T
n
n
2
1
 

4
t

・2
R
?
E

3
2土
・品

E

員

身
体
障
脅
脅
児
お
人

i
i
f
 

ヲ
い
て
の
・

z'
マ
・五回切
H
V

9
月

nE
支

---B『現
代
文
学
で
対

訴血管
L
ょ
う
』

企

-e
m
R

3m11印
M
九時
B
の
毎

n--

s
a
i
f
E・

6
H
V，
草

島

区
庫
理
思
町

民
同
人
と
・

--as人
マ

肉

守

t
i
p『
2の

民
差
是
鍵
み
幽
取
る

切

U

9
M
n
u

;
i
S
 

TUNtn品
目
火

島
柄
本
・
日
午
前
附
時

4
S年

【

l
a
u--

u
m
2
・
か
』
'v

・n凶
何
V

2

71
2ふ需

《.，l
d事

t
v健
作
》
が
可
-

u
Z
E材
処

i
マ

内
容

!?
i
i

い
と

E
u
-
-
z

a
眠

マ
.
。
切
リ
τ

@
月
細
目

i
s
-

-
臼
の

i日

午
後
i跡
事

l
3臨
時
事
《

H
M

M
日
M
休・

ε
マ
定
員

一心

島
除
W
討
似
移
入
マ
肉
凶
・
;

MMF
・
b
A
の
多
向
調
り
ふ
取
・

例制 A-<峰山岳山 Bー時間叶明
Eコ，.，‘・・油田・館仁コU画...国..
{時制坤蜘}

nv

・・
v
-
e切
り

g
"m
H

2
3
s
日

a
y
i
i
i
 

早

R
?
4・S
M

I
-
-
z
 

人

vg
'』
'
Z

Z
し
た
高

E

Eめ

;日
ぞい

i
iと

8τ

m
n
m日
ω午
前
凶
崎
im

午
後
2
崎

マ
定
員

一身
体
陣

者
省
印
入
と
健
舘
宥
3
人

マ

旬
望
書

一一千

醐

円

マ
締
め
切

り
τ;;
m
H
M
7目

Af
t-
-に
語
、

民
的
隼
附
、
-
語

《ヲ
?
タ

f
q
里の

a-

幽

mhc
m
a
e
wい
て
久
“
.
め

切
り
H
a
B
で
に
岡
セ
ン
タ
ー
へ
・

E
5
2
5品

i
i多

い
頃
日
摘
出
弓

怒
ら
や
ま

置
内
通
ホ
ブ
ル

ー

-

i
H10 

i
n
i
 

奮

-E*拍車
・

g

富

と

S

u

f
i
-
s目の
毎

週
広
.
図
守
後
2
時
規
制
分
i
m
3

時
m
A
M
A
U
m
m
H
初
日
ほ

2
・日

ER--市

住
伎
在
鋤
在
学
の

m
a以

k
の
安
住
齢
人

マ

-
m
ax

-
M
R
e
乎
醐
円
、
保
険
創
刊
田
岡

i
z
E
S
 

@
同
M
n
泊
日
‘
来
館
1
M舗
n
u

i
H
2
3
3
 

I •• /剛 1 ・ 圃.ゆ帽・・w・・.~_.・E岨

"〆"関

開ノ醐

"ノ酬

，0/醐

，，/醐

i
自
分
自
月
昔
、
1

月
1
H
e凶
u
m
休
み】
・
M

M
@
H
A
A
r
n
 

g
Hの
ω

・朱-
N
q
a
・8時

事
1
4同
学
《
M
M訪

日

"

u
Z
4同

E

市
作
伎
白
住
ザ
@
①
M
小僧
v
l

h
3悠
⑨
U
小

-p
a・
h
a・年
・

'
A
r
p
a
R
V・
周

-a"

6
子
醐
阿
剛
健
慣
例
醐
何

八
-
し
込
句
作
V
住
a
u
u
u
v
s
h
h

住
属
、
氏
名
、
住
専
舗
学
年

省
沼
町
寄
り
会
省
い
て

'R却

』

で

に

き

岡

プ

l
f・

多
い
端
合
川
他
酒、

働
労
.
組
合
吻
椎
セ
ン
a
l

《
白

V

，，
?
'
'
4
7

・av

-
Y

凶

暗

ω凶冒
薗
町

一一

-a

i
-

E
2
8
H防

I
A
E
-

-時
T
8
1
7回

i
i
g勤

労
省
凶
人
マ
肉

a
b
，AZ

A
人
事

i
受

駕
料
2
千
脚
同

級
"
"
費
巳
子

門

E
E
S
H
m
 

日
h
同
月
Mm
日
の
毎
週
示
・
日

午
後
6
嶋

lmg
崎

6
d
m
《

u
n

』
白
土
-A
E

aRi;;ム市
傑
僧

e・
の
鋤
労
働
何

r
i
1
4
 

脚
内
官
後
Z
千
冊
内

j
iと
i

ー

i
n

i
M
I
i
 

i
e
?
t
R
 

MH

・uu体zn
v

・8
幽

③

-
-
u
E
m
M
m
H川
n
M
S

i
i
i
 

e崎
学
3
8時
前
・
8
制

⑧

a
H
2
1
7
m
M
M
H
S
 

H
E
Uの
量
品
川
高

1
旬
、

a
q
8M
マ，
E

!
?
"
 

人

V
費
用

受
‘
“
何
3
干
醐

内
、
敏

u-四
手
阿

古
し
る
み
V
往
復
は
が
き
に

塁
名
、

革

、
塁
、

E

E--sいて、
m

f
E
E古
品
3

9
l
ヘ・
MMm・
-
院
に
1
人

制
り
・
多
‘
帽
の
は
州
組
、

傾
倒
原
文
化
舎
簡
で-寄
パ
ル

bs
肉
習
で

g
川
鎚
日

ω

午
後
l
時
1

・
M
町
園
オ

1
プ
品

ン
グ
シ・

1j
宇

y
t
p
u
'
tmバ
t
，
さ
ん
の

『喜

大

国

Z
1
1童

の
型
、
L
方
、
ゆ
と
り
j
」

陶
明

μ
U伺
年

m
m崎
、
午誼
R
4

j
i
 

;禽・
1
i
g

z事
一世
型
化
面

《帽
嵐

h
n
k八
点
町》

マ
闘

い
金

2

2
2
z

s
?
2
1=
・

7 



」 一一一 市住所副!alD判〒由主時丁目，.，町事司.
何

?
b
e
ち
鋸
帽
子
由
叡
で

フ
J

ス
ク
リ
ッ
ト
由
開
館
と
閤
咽

と
曹

9月
n日
側
午
後
6

時
半

i時

Z
』る

u

i

;一
iv

vg
イ
ン
ド
の
古
代

E

「
ゆ
ン
ス
ク
リ
ヲ
ト
L

の
第
1

人

T
1
1
2
5

2
・

E
【
平
岡

2
・
東

大高
Z
E
2
Z

1
2イ
ン
ド

E
E
u

f
Tん
で

e
Z
SS

T苦
闘

い

合

E
&

-ii
《

P
I

s-》へ
固

各
パ
h
A

民
館
の
働
側
室
へ
の
@
し

込
み
院
修
復
は
が
き
に
般
車

各

住

所

氏

名

考

齢

A

字

毎
〕
‘
豚
藩
E

曹
を
・
い
で
綱
め

切
り

B
g
で
は
必
竃
で
。
院
が

?

般
に
ひ
と

Y
喜
多

い
場
合
協
袷
-
z
z
a
x蘭
潤
川
崎
不

'

"
澗
賛
同
同
自
己
負
担
。

中
央
公
民
館

IL--E一一一
ニ
l
岡

町

s
a掲
8
6
0
6

ztztピ
3

2
7
2
;人
の
化

め

2
2
2
5
1

を
手
刷

1
日〕分

U
9月
銅
目
伺

ι、
-
m
e
M

0
1
市
世
所
肱
舎
月
か
ら
、

《

9
2
2
2
9
3目

V
Z
里郡人

Eめ

官

午

後

1
時

棋

士

躍

し

切

り

日

2
回

z

i

;
し

E
E

そ
こ
の

Eを
録
音

L
S
τ
ω
2
7草
3

5
t
i
l-お
聞
き

2
2
T
T日
曙

早

に
は
り
た
い
人
隠

!
?
?
F
i

z公民
館
へ

T
込
ん

?
i
R
r
i

だ

さ

い

・

切

り

同

月

2
日

南
部
ハ
A
R
E

i
Z町
二
九
l

一

J

e
U
6
9
3
1
 

E
E
Z
S
ω
 

i
k
i
f
 

-
日
午
後
l
崎
乎
8
3
U時
(
H

5
2
2
ν
J困
マ

定
見

交
休
初
人
マ
締
め
切

り

9
月間
ω
g

二
名
公
民

E

'
m二
名
町
三
六
九
三
一

司

g
n
d喝

9
1
1
3

ス

1
5
1
E
と

・
;
月
四

E
A
A
E

毎
週
火
曜
日
午
鋼
凶
時
t
止
午
・

同

国

円
V

史
民
成
人
加
入

マ
-賓欄

道
具
代
5
千
四
円

五

め

切

U

9

月百

登
喪
ケ
丘
公
毘
飼

1
1

i

i

了
自

司

E
宮

川
"
"
γ
4
3
1

1
3
1
8
 

m
M
m
臼主
T
品
目

原
則
と
し
て
毎
月
期
3
火

-
a

q後
1
時
wF113時
・
6
闘

す
べ
て
の
主
曜
日
ガ
体
み
で
す

O

T
人

1
枚

〕

に

語

、

君

!、
1
草

案

1
1
i泊目

1
1
ii
 

ヘ
・
多
L
場
合
は
他

a-
ほ
お
、

倒
別
機
診
ゆ
し
丞
み
済
、
受
齢

者
は
対
買
で
す
・

マ
リ
ン
バ
コ
ン
ザ
i
h
F

と

-
e
T
M
W
H刈

9
日

ω午
前
同
時
jg

正

午

マ

定

員

i
女
侵
犯
人

E
し

t
E
で

1
3

目
ま
で
に
開
館
へ
・

E 

e子手慢を.忘れなく

乳
ガ
ん
の
横
膨

ω
a以
上
の
h
A

性
各

-
定
員

日
開
人

.
拘
盆

却

a
s
ω
a
:山
円

マ
m
a以
上
町
生
活
保
緩
住

民
綬
必
環
視
慣
管
領
斜

;と一

z
i

-
-
閉
し
込
み

往
復
uu
が
8

I目/路 L月) 情 軍連絡所

"/回 t本) 回車公民館

l自/加(壷) 市保健センタ

11/ 6 (金) .東公民館

11/13 (壷) 芭陣公民健

乳
児
瞳
康
帽
訟

-2
2
4
T
nま

れ
の
子
・
間
態
‘
粛
を
遺
ち
ま
す
・

凶
月

i
A普
賢
街
、
そ

の
他
め
事
情
で
届
か
広
い
人
M

R
後
会
滋
ヘ

-
内
宮

身
体
計
測
、
躍
動
売

直
の
観
察
、
悶
鯵
、
句
史
匁

獲
物
峰

-
四
幅j

;
lV同

月
6
日

目

官

官

お

a
u

“

〈

Z
2
f
I
LV

ハ
畳
鍵
今
丘
二
丁

U

2
0
5

9
1
1〕

v
m月
日
日

寄
付
日
両
者

t 時間は午後1時半かり

く，ーマ>.後にそ"えて現在金ど

う生きるか

くところ〉蜘酬明 r
m 
〈と塵内容〉時間"午後2時-，時

『老化』出て咽

制虚人e・"'
•• r・"~めの献W/剛山3仏

・三一予四J
<lt .>-40-591.1:の人初人
く備し込み〉往復"同にf掛氏
名匂飴電話轟号令書いで、"

月311までi必舗で市俊男野保健.

ンターへ.多い犠合は姻週.

@ 

午
前
9
時
単
も
凶
院時
出下

・
聞
い
合

:
i

セ
ン
タ
ー
へ・

-Z
E
4
1
2
 

2子
・
問

2
2
;す
-

mnl日
以
降
の
転
入
者
そ

の
他
の
事
情
で
魁
か
忽
い
人
は

E
s
t
 
-si
i
 

e需
省

科

u
nemi
ロ
胆
倫
生
指

噂
、
保
信
組
問
温
帯

-
回
程

〈

iセ
ン
タ
ー
河

川
1
日

8
目

白

日

〈
面
・
・
公

ER--《予
幽
咽
北
三
丁

目

v
v
ω
n
n
B

受
け
付
け
M

両
会
場
と
も
午

後
1

甲
i
時
下
i
!白
里
高
L
E・

-
問
い
合
わ
ぜ

市

役
所
保
健

lO/"，創 l

セ
ン
タ
ー
へ
・

理s
m
n官
附

・

1

6
日
刷
の
午
後
1
u
E
t
4時

i
i
i
 

本
辻
町
V

V

定
員
鑑
凶
う

立
に
関
心
の
あ
る
人
弱
人

V

E
「
痴
ほ
う
老
人
き

て
』

2
2
L
t
電

話

j
i
t
i

z
a
O
6
1】ご
.

祝日のゴミ収集
9局13臼淋，，"'枚分の日」路、
F錯。t全忽いこゐ』の収鱒老保ゐ

n. 
E安当旭区隠9月初日附C限集
しま写


	第11回　奈良市文化祭　BALI　バリ島“スマララティ歌舞団”日本公演
	第11回　奈良市文化祭　会場（美術家展除く）史跡文化センター
	えらいこっちゃでは遅い！シートベルト締めて安全運転
	シートベルト着用推進キャンペーンクイズ
	秋の交通安全運動　9月21日～30日　期間中の主な行事
	奈良市職員募集　受験の申し込みは28日までに
	市森林組合が山林の管理作業を引き受けます
	万一に備えて火災共済・交通災害共済に加入を
	パーソントリップ調査にご協力を
	宮跡庭園茶会　「平城の都」でお茶を一服
	身体障害者・精神薄弱者にタクシー運賃割引
	統計調査にご協力を　就業構造基本調査・商業統計調査・商業実態基本調査
	催し・教室
	10月　移動図書館巡回日程
	公民館
	健康
	成人病講座　老後にそなえて現在をどう生きるか

